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4３ 
『
死
の
家
の
記
録
』
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
の
中
で
も
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
重
い
異
様
な
題
材
が
淡
彩
に
仕
上
っ
て
い
る
。
元政治犯としての官憲への配慮が深刻な材料を殊更淡白に扱わせた面もあろうが、何よりもこの作品では作者の眼
が
異
常
な
執
念
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
に
そ
の
理
由
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
第
二
作
『
分
身
』
な
ど
と
較
べ
て
ふ
る
と
明
ら
か
で
、
『
分
身
』
の
偏
執
狂
的
な
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
眼
と
は
全
く
無
縁
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
ぎ
ら
い
の
ト
ル
ス
ト
イ
が
『
死
の
家
』
を
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
全
作
中
第
一
の
も
の
と
樅
し
た
の
も
偶
然
で
は
な
い
。
『
死
の
家
の
記
録
』
で
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
あ
く
ま
で
白
在
に
働
く
眼
を
も
ち
な
が
ら
、
彼
自
身
は
そ
の
目
准
に
働
く
眼
を
恋
識
し
て
い
な
い
。
い
わ
ば
、
作
者
は
虚
に
な
っ
て
い
る
。
眼
に
映
っ
た
も
の
だ
け
を
あ
り
の
ま
ま
に
純
粋
に
描
く
。
描
こ
う
と
す
る
自
分
は
そ
の
時
点
で
は
消
え
て
い
て
事
物
が
自
ら
現
わ
れ
て
い
る
。
目
ら
焦
点
が
定
ま
り
、
そ
の
ま
ま
事
物
が
柵
か
れ
る
と
い
う
理
想
的
な拙き方をドストエフスキーはしていたことになる。ながい流刑生活後の虚脱感が、彼固有の執捌なエネルギーを
醸成出来ずにいたのであろうか。ドストエフスキーの奔騰する情感が制御されているというよりも、本来承られな
い
。
こ
れ
は
ド
メ
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
に
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
る
．
例
え
ば
こ
ん
な
描
写
Ｉ
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
チ
ェ
ー
ホ
フ
Ｉ 
近
田
友
一
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4４ 
「死」の世界を通りぬけてきたドストニフスキーがオムスクの朧房でどう変貌したか、シェストフの、いわゆる
「信念の更生」が、当然語られて然るべきこの作冊で、作者は注意深くこの川題に触れることを避けている。この
個
所
は
、
文
章
全
体
の
中
で
も
珍
し
く
形
而
上
的
世
界
に
近
づ
い
た
場
而
で
あ
る
。
し
か
し
、
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
は
そ
こ
に
は
深
入
りせず、いわば「虚無」を流すような形で処理してしまっている。これはむしろ、チェーホフにちかい世界であろ
う
。
だ
が
、
こ
の
時
点
か
ら
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
ヴ
ィ
ジ
ヴ
ル
な
世
界
の
根
抵
に
あ
る
「
世
界
」
を
〃
金
色
の
光
〃
以
来
改
め
て
意
識するようになるｏそれは「信念の更生」よりも深い意味をもっているかも知れない。イルトゥイシ河畔で彼がふ
た屯のは、それまで彼が目にしてきた風景とはどこかちがっている。それが何なのか彼には判然としない。セミョ
また、私がこの河畔のことをしばしば口にするのは、ただただそこからのゑ、神の世界、清らかな明るい遠
勵力、ｆ人気のない自由な砿野、、その荒涼たる風景が不思議な印象をあたえた峡野をのぞむことができたからであ
私はしばしばこの荒涼として果てしのない眼路のかぎりを、：丁度囚人が自分の監房の窓から自由に憧れるよ
う
に
、
、
見
入
っ
た
も
の
で
あ
る
ｐ
そ
こ
に
あ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
私
に
と
っ
て
尊
く
可
憐
で
あ
っ
た
。
底
知
れ
ぬ
蒼
窮
に
明
る
く
脚
く
熱
い
太
陽
も
、
対
崇
の
キ
ル
ギ
ス
か
ら
流
れ
て
く
る
キ
ル
ギ
ス
人
た
ち
の
遠
い
唄
の
ひ
び
き
も
。
な
が
い
こ
と
じ
っ
とゑつめているとＰそのうちに、どこかの遊牧民の刈末な、くすぶった、ｒ天幕ゑたいなしのが見えてくる。小
屋のほとりに立ちのぼる煙や、そこで一一頭の羊の世話を何かやっているキルギス女が鋲えてくる。これらはす
べ
て
貧
し
く
、
．
（
粗
好
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
由
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
ｐ
青
く
澄
黙
き
っ
た
大
気
の
な
か
に
「
羽
の
烏
彫
が
眼
一
に
入
っ
て
く
る
。
な
が
い
間
じ
っ
と
そ
の
飛
び
か
け
る
ざ
ま
を
見
送
っ
て
い
る
と
、
そ
れ
は
水
而
を
さ
っ
と
掠
め
て
、
忽
ち
苔
窮
の
中
に
消
え
て
ゆ
き
、
ま
た
再
び
、
幽
か
に
閃
く
一
点
と
な
っ
て
姿
を
み
せ
る
…
…
春
ま
だ
浅
い
頃
、
岸
辺
の
岩
の
裂
け
目
に
ふと見出したしおれかけた哀れな草花、っそれすらなぜとはなしにいたく私の心にとまるのであうた。（『死の家
（１） 
の記録』の館二部第五章）
る
： 
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4５ 
イルトゥィシ河畔の描写がチェーホフ的であるにせよ、同一の風景をチェーホフが写したとしたら、彼の拙写に
はドストェフスキーのような一種の雰囲気がつきまとうことはないであろうｏそれはあくまで明澄であり、明解で
あるｐ現実に確として存在している世界としてそれはかかれ、それ以上で，もそれ以下でもない。そこからのヴァイ
ヴレーショソは一切生」ｃない。対岸をのぞむ流刑囚のペシミズムはイルトゥイシの流れとともに流れ去ってゆく℃
以後暫くのⅢこの「世界」川はドストエフスキ１の視界から消えるＣ”彼が「信念の更生」を語り始〕めた『地下室の
手記』以降、作象は論理で「世界」を捉えようとするＱドストエフスキーがこの第二の出発点を意識「した時、論理・
に
よ
る
『
世
界
」
の
解
明
が
必
要
で
あ
り
、
裏
可
能
で
あ
る
よ
う
に
菱
わ
れ
た
ｌ
イ
ル
ト
ヅ
イ
ン
河
の
川
向
う
側
の
世
界
側
を脳裡にいだきながら、〆生の意味を求めて論理の領域をドストエフスキ１は極限にまで拡大しつづける：！：
セ
ミ
ｈ
ｒ
ノ
ブ
ニ
ー
練
兵
場
で
堯
川
金
色
の
光
〃
ｌ
死
を
通
し
て
み
た
川
向
う
側
の
世
界
“
は
、
ド
メ
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
眼
を変えてしまった。；片方に、不可視、不画僻の世蘂界をかかえながら彼ば現実の世界を認識してゆこうとする。
ドストニフスキｉが巧まずして柵いたイルトゥイシ河畔の光景は、その後の彼の文学の深化に敢要な意味をＪもっ
ている１－１『死の《家の記録』の懲味は『地下寵の手記』に劣らず重いのである。
識
の
う
ち
に
実
在
の
一
な
い
。
肢
も
ド
ス
ト
エ
まったこと『になる。
ｌ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
純
毛
兵
場
で
ふ
た
〉
あ
の
教
会
堂
の
丸
屋
根
の
ｊ
金
色
Ｌ
の
光
〃
と
ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
在
気
も
す
る
…
…
想
念
が
ま
と
ま
ら
な
い
ま
ま
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
そ
の
風
景
か
同
に
し
Ⅱ
た
と
お
り
描
い
た
。
、
き
わ
め
て
自
然
に
、
ナ
イ
ー
ヴ
に
か
か
れているのはこの故であろうＱそこには作者の恐い入れも主観も入りこむ余地がないｏただあるがまま、そのまま
に描かれ、白泓統が現成している。主餐木分化の意識口中でイルトゥイシの対岸が柵かれている。ここで作家は無意卍
識
の
う
ち
に
実
在
の
一
州
に
触
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
実
在
の
根
抵
に
在
る
〃
無
〃
を
表
現
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
ない。肢もドストエフスキーらしからぬ方法で彼が無意識のうちに希求していた「世界」をいとも自然に拙いてし
Ⅱ 
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チ
ェ
ー
ホ
フ
の
出
発
点
に
は
『
貧
し
き
人
々
』
も
『
幼
年
時
代
』
も
な
か
っ
た
。
彼
の
文
学
と
の
か
か
わ
り
は
生
沼
の
必
要
か
ら
始
ま
っ
た
。
滑
稽
小
説
の
投
稲
は
彼
に
は
大
事
な
生
活
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
当
時
の
文
璃
の
老
大
家
グ
リ
ゴ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
思
い
がけない激励をうけて滑稽小説から純文学の世界に転身した彼は、先覚たちによって「なにしかも書き尺された」
と
観
ｃ
、
自
分
の
小
説
の
場
を
「
搦
手
」
ｌ
「
平
凡
」
と
「
日
常
性
」
に
設
定
し
た
。
そ
れ
は
巨
大
な
伽
Ｐ
鞍
：
ｔ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
おそらく、そういう描写のゑがチェーホフには似つかわしい。ドストエフスキーの最もチェーホフ的な場面もチェ
ーホフが描けば、およそ異った〃感じ〃になるであろう。それは二人の作家の世界観に深くかかわっている。
ドストニフスキーは偶然に、突然見舞われた「死」から一つの啓示を受ける。それは彼の存在の内奥に深くかか
（２） 
わり、十七歳の〃原二口〃に共鳴し、彼は「他界」を意識するようになる。
二
十
代
前
半
に
喀
血
し
て
以
来
、
死
を
正
確
に
認
識
し
、
凝
視
し
つ
づ
け
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
、
死
を
生
物
の
不
可
避
の
、
必
然
の
変
化
と
し
て
何
よ
り
も
形
而
下
的
に
受
け
と
め
よ
う
と
す
る
。
彼
は
意
識
が
肉
体
を
離
れ
て
形
而
上
の
世
界
ｌ
彼
の
認
識
で
は
「
暖
味
な」世界ｌに飛翔することを極度に嫌った．それは自然科学者としての彼の認識から逸脱した行為であり、荒唐
無
稽
の
隣
に
位
慨
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人
は
鬼
神
を
語
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
彼
の
認
識
の
原
点
で
あ
り
、
ま
た
、
終
結
点
で
も
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
物
自
体
」
の
世
界
は
慎
菰
に
敬
遠
さ
れ
、
格
納
さ
れ
る
。
彼
の
文
学
の
方
法
論
は
こ
の
世
界
観
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
彼
自
身
の
方
法
論
を
か
た
く
な
に
守
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
小
説
と
い
う
形
式
を
形
而
上
学
の
場
に
し
よ
う
と
し
た
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
の
中
で
は
困
難
な
道
で
あ
っ
た
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
文
学
を
「
傲
慢
で
慎
し
ゑ
が
な
い
」
と
評
し
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま
、
自
分
の
方
法
論
に
対
す
る
自
戒
の
そ
れ
で
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
何
事
に
も
〃
意
味
〃
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
を
ロ
シ
ア
人
の
病
と
断
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
そ
の
方
法
論
を
確
立
し
、
自
己
の
文
学
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
彼
の
資
質
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
文
学
の
出
発
点
に
宿
命
的
に
定
められた道程でもあった。
＊ 
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4７ 
…
小
説
の
看
過
し
て
い
た
重
要
な
一
点
で
あ
り
、
そ
こ
に
わ
ず
か
に
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
と
チ
ニ
ー
ホ
フ
は
信
じ
た
ｌ
「人々が食事をとる。この間にも彼らの幸福がつくりあげられ、また、彼らの生活が崩れてゆく」。「傲慢な」〃Ｐ
ｒ
ｏ
ｅ
ｔ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
〃
小
説
の
対
極
に
謙
虚
な
〃
日
常
性
〃
の
小
説
を
お
い
た
彼
は
、
形
而
上
学
の
世
界
に
踏
ゑ
こ
む
こ
と
を
過度に警戒した。事実と虚構を峻別し、作家は事実にとどまるべきであるというのが彼の信念であった。八八年の
『燈火』はチェーホフの文学観をよくあらわしている。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
作
品
は
、
一
夜
宿
を
乞
う
た
「
私
」
の
前
で
、
か
つ
て
の
自
称
ニ
ヒ
リ
ス
ト
、
中
年
の
技
師
と
鉄
道
学
校
の
学
生が一一ヒリズム論議をたたかわせるという椛成になっている．技師は、「人間の最高極に位世する思想」ｌ虚無
思
想
を
い
き
な
り
人
生
の
「
始
発
点
」
に
据
え
る
こ
と
に
今
日
の
人
間
の
偲
倣
と
不
幸
を
認
め
た
Ｐ
進
歩
も
学
問
も
芸
術
も
思
想
そ
の
も
の
す
ら
な
い
よ
う
な
「
結
氷
点
」
に
立
ち
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
人
間
は
自
然
の
法
則
に
よ
っ
て
日
常
生
活
を
営
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
背
理
的
な
事
実
が
技
師
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
否
定
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
学
生
は
有
史
以
来
試
承
ら
れ
て
き
た
こ
の
虚
無
と
日
常
性
のすりかえの論理に説得されもしたければ、関心すら示さない。
翌
朝
、
も
う
馬
に
乗
っ
て
か
ら
技
師
や
学
生
の
顔
や
あ
た
り
の
景
色
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
「
私
」
は
考
え
た
ｌ
「
こ
の
世
の
こ
と
は何一つわかりはしない」。
こ
の
判
断
の
「
放
棄
」
は
様
之
な
議
論
を
よ
び
お
こ
し
た
。
在
来
の
小
説
で
作
者
の
「
解
決
」
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
読
者
は
、
こ
の作品の結語に〃逃げ〃を認めた。チェーホフは作中人物の客観性と判断拒否の両面にわたって弁明しなければな
らなかった。
…
…
ぼ
く
に
は
、
神
、
ペ
シ
ミ
ズ
ム
な
ど
と
い
っ
た
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
小
説
家
で
は
な
い
と
い
う
気
が
し
ます。作家の仕事は、誰が、どういう風に、いかなる環境のもとで神或はペシミズムについて話したか、また、
考
え
た
か
を
描
く
だ
け
で
す
。
芸
術
家
は
、
自
分
の
作
中
人
物
や
彼
ら
が
語
る
こ
と
の
裁
判
官
に
で
は
な
く
、
た
だ
公
平
な
証
人
になるべきです。……物をかく人間、とりわけ芸術家は、かつてソクラテスが、また、ヴォルテールが告白し
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腿灘溌溌
力しＩ］はな訂さ意切ブー，１対式圃げいて
よ味兄題るう因もｌＩｌｊ（的’'０を後１Ｍと<を
蝿i雛雛;ilii3l高晁管。薑'幣暹昌斥雲安宅墓_器
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苣憲唾Mi馴豊錫蓬鶴琶婁圭差捷娃昌１１鱗Wil1繍餓;ij臺騨
ｉて前臭い生は味のは私木のを明るうで
鰯識lim蕊：露Iij齢ii騨
言奪芙鮭|j】謹認零毫豐完ぞ三璽辱蜑超
（３） 
四日スヴヘォーリン流》
たように、早の世のことば何一つわからないということを，もう白状し－て，もよい頃ですＰ（一八八八年罫月一一一十
Hosei University Repository
,~ 
4９ 
．きえしたら…；か
に、「わからない」と困惑して湾えるが、この「わからない」は『燈火』のそれとは明らかに異る。『燈火』では
た
だ
つ
ぎ
放
し
た
づ
わ
か
ら
な
い
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
わ
か
ら
な
い
」
は
主
人
公
に
内
在
化
し
て
い
る
。
内
在
化
し
た
「
わ
か
ら
な
い
」
健
件
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
「
物
同
体
」
の
世
界
に
踏
承
こ
ま
な
い
と
い
う
彼
の
哲
学
〃
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
ニ
ゴ
ラ
イ
教授の判脱伽な実存の追究は、作家の肌蝿磯の限界を超えたＰおそらく、『退屈な話』は彼の最初の腹案からは逸脱し
たしのになった筈であり、〈そこにチェーホフの危機が露呈している。
ニコライ教授は救いを求めにきたカーチャに逆にもたれかかろうとするがＰ彼女はす鄙げなく斥ける。「何処へ」
というニコライの間に、「クリミャヘ……つまり、ゴーヵサスヘ」とだけ藩える。何処へで‘もよい、ただ脱れられ
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
サ
ガ
レ
ン
行
の
Ⅱ
的
は
、
「
違
っ
た
生
活
」
を
希
ん
だ
こ
と
の
中
に
あ
る
Ｑ
宿
洞
を
背
負
い
、
死
力
凝
視
し
な
が
ら
の
サ
ガ
レ
ン
ヘ
の
片
道
数
千
キ
ロ
の
行
程
を
考
え
れ
ば
、
狂
気
に
Ｊ
も
ち
か
い
こ
の
行
為
は
、
「
サ
ガ
レ
ン
鮎
の
囚
人
の
健
康
状
態
の
調
査」などという表而的な月的を消し去ってしまうように，もみえるが、それはま害しくチェーホフが希んでいた「違
った生活」を彼に、もたらす，ものでもあった。そのプロセスもその結果‘も彼の回生に力をかした。
出発すると間‘もなく、チェーホフののぞんだ「違った生栖」は向うから疾駆してくる一一一台のトロイカとなってや
くすべての．ものに対する「伽関心」のなかで教授は存在感を喪う。自己解体してしまった一一コライからのがれ・てチ
雲
‐
ホ
フ
は
、
カ
ー
チ
筒
様
、
生
活
蓬
て
直
す
必
要
を
ｌ
彼
の
「
ク
ｌ
ャ
」
を
探
す
必
要
を
感
じ
る
．
っ
て
来
た
Ｉ
「あ、衝突する！」思ういと主１もあらばこそ、凄まじい音がして馬が黒い一つの塊りに変り、頸木が倒れ、
ク
ラ
ソ
タ
入
ぽ
く
の
旅
行
崖
蝿
早
が
棒
立
ち
に
な
り
、
ぼ
く
は
地
而
に
は
ね
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
上
へ
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
も
蒲
ち
て
き
た
。
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5０ 
サ
ガ
レ
ン
行
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
招
き
よ
せ
た
「
違
っ
た
生
活
」
の
堆
積
の
う
え
に
成
っ
て
い
た
。
そ
の
想
像
を
絶
す
る
き
び
し
い
胤
然
の
中
で
は
人
間
は
存
在
感
を
喪
失
し
て
い
る
い
と
霞
な
ど
な
い
Ｉ
一
瞬
の
う
ち
に
存
在
そ
の
も
の
が
消
去
さ
れ
て
し
ま
う
．
存
在
感
の
喪
失
な
ど
絵
空
事
と
化
す
る
世
界
１
人
Ⅲ
の
独
断
的
な
妄
想
が
消
し
と
ん
で
し
ま
う
世
界
を
チ
ヱ
「
ボ
ブ
は
体
感
し
た
。
大
自
然
の
中
に
お
か
れ
た
人
間
の
ス
ケ
ー
ル
は
彼
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
。
そ
こ
で
は
人
間
は
草
や
虫
に
も
ひ
と
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
め
さ
れ
た
心
境
の
中
で
チ
ェ
「
ホ
ブ
は
紛
れ
も
な
い
胤
然
の
一
存
在
物
と
し
て
の
人
間
を
確
認
し
た
ｌ
素
直
に
人
間
を
物
に
化
し
て
ふ
る
眼
を
得
た
。
勿
論
、
こ
の
眼
は
ユ
ー
モ
ア
作
家
と
し
て
の
出
発
の
当
初
か
ら
彼
本
来
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
サ
ガ
レ
ン
に
お
い
て
作
家
は
自
己
の
天
稟
の
意
味
を
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
「
地
獄
の
よ
う
な
」
サ
ガ
レ
ン
は
計
算
以
上
の
も
の
を
彼
に
与
え
た
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
〃
金
色
の
光
〃
「
に
も
比
す
べ
き
重
大
な
転
機
を
チ
ェ
ー
ホ
フ
に
も
た
ら
し
た
。
彼
が
作
家
と
し
て
出
発
の
当
初
意
図
し
て
い
な
が
ら
、
『
退
屈
な
話
』
で
崩
れ
か
け
た
信
念
Ｉ
Ｍ
Ｐ
ｒ
：
ｉ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
；
小
説
と
の
訣
別
、
作
中
人
物
と
他
人
に
な
る
こ
と
ｌ
の
回
復
、
そ
れ
以
上
に
彼
自
身
の
人
間
と
し
て
の
回
生
を
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
サ
ガ
レ
ン
行
の
苦
行
の
中
で
果
し
た
。
『
退
屈
な
話
』
の
懐
疑
か
ら
漸
く
脱
げ
出
た
荒
涼
た
る
地
点
で
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
碓
突
に
脱
皮
し
、
作
家
と
し
て
蘇
生
す
る
。
大
仰
に
考
え
る
こ
と
な
く
、
人
間
も
自
然
の
一
存
在
物
と
し
て
象
る
こ
と
、
た
だ
素
直
に
象
る
こ
と
、
ゑ
た
ま
ま
を
何
の
主
観
も
霞
じ
え
ず
率
直
に
拙
く
こ
と
ｌ
こ
こ
に
チ
ニ
ー
ホ
フ
は
自
分
の
小
説
の
方
法
論
の
確
立
を
認
め
た
。
帰
途
イ
ン
ド
洋
上
で
材
を
得
た
小
篇
『
グ
ー
セ
フ
』
は
こ
の
認
識
の
実
践
で
あ
る
。
戦
地
で
病
を
得
て
送
還
さ
れ
た
無
期
帰
休
兵
グ
ー
セ
フ
は
、
船
中
で
仲
間
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
死
ん
で
ゆ
く
の
を
見
守
り
な
が
ら
最
後
ま
で生き残っていたが、ついに生命が尽き、帆布で人参のような形にくるまれて水葬される。
しかもこれで全部じゃない。……第一一一のトロイカが飛んで来た。：…．勿論、もし、ぼくが旅行馬車の中で眠っ
ているか、第三のトロイカが第一一のトロイカの直後を走ってきたのだったら、ぼくは疲兵か首無し騎士となっ
（４） 
て
家
へ
帰
還
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
一
八
九
○
年
五
月
十
六
日
Ｍ
．
Ｐ
・
チ
ェ
ー
ホ
ヴ
ァ
宛
）
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5１ 
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
こ
の
作
品
で
は
じ
め
て
自
分
の
鉱
脈
に
行
き
当
っ
た
。
『
グ
ー
セ
フ
』
で
は
グ
ー
セ
フ
も
、
素
性
の
知
れ
な
い
男
。
ハ
ー
ヴ
ェ
ル
・
イ
ヴ
ア
ー
ヌ
イ
ッ
チ
も
、
黒
い
鱗
も
、
凱
旋
川
に
似
た
雲
も
全
く
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
び
つ
き
も
偶
然
で
あ
り
、
特
定
の
も
の
に
重
点
が
お
か
れ
て
も
い
な
い
。
、
一
つ
の
対
象
を
中
心
に
加
え
た
榊
成
法
を
と
っ
て
も
い
な
い
。
全
く
盗
意
的
な
並
列
法
が
そ
こ
で
は
仙
わ
れ
て
い
る
ｌ
そ
れ
は
こ
の
世
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
な
無
意
識
、
無
側
的
な
形
で
あ
る
。
小
説
の
枠
を
は
ず
し
て
し
ま
う
と
す
べ
て
は
現
世
の
中
に
散
逸
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
『
グ
ー
セ
フ
』
は
無
主
人
公
の
小
説
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
無
人
称
の
小
説
な
の
で
あ
る
。
作
中
の
仙
之
の
存
在
が
そ
れ
ぞ
れ
一
個
の
物
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
集
合
し
た
作
品
自
体
が
一
つ
の
確
た
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
目
指
し
た
の
は
、
小
説
が
小
説
と
し
て
成
立
し
得
る
極
限
の
地
点
ｌ
現
実
の
世
界
と
境
を
接
し
、
そ
の
先
は
小
説
で
は
な
く
現
実
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
一
点
に
他
な
ら
な
い
。
チ
雲
‐
ホ
フ
は
確
か
な
モ
ノ
を
創
る
と
い
う
行
為
’
一
個
の
実
在
を
客
観
的
に
存
在
さ
せ
る
と
い
う
行
為
の
中
に
自
己
を
消
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
存
の
確
立
を
希
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
。
ハ
イ
ロ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
後
か
ら
別
の
黒
い
体
が
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
鰻
だ
。
勿
体
ぶ
っ
た
渋
々
の
様
子
で
、
グ
ー
セ
フ
な
ど
気
に
も
と
め
ぬ
風
に
下
を
潜
っ
て
泳
ぎ
寄
る
。
グ
ー
セ
フ
は
仰
向
い
た
ま
ま
鱗
の
方
へ
沈
む
。
す
る
と
鱗
は
腹
を
返
し
て
温
か
な
透
明
な
水
に
甘
え
な
が
ら
、
も
の
う
げ
に
口
を
あ
け
て
二
列
の
歯
並
び
を
見
せ
る
。
…
…
雄
は
一
寸
屍
を
弄
っ
て
ゑ
て
、
ざ
も
厭
そ
う
に
下
か
ら
口
を
当
て
て
用
心
深
く
歯
を
加
え
る
と
、
帆
布
は
頭
か
ら
足
ま
で
真
縦
に
裂
け
る
。
錘
の
鉄
棒
が
一
本
抜
け
出
て
．
ハ
イ
ロ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
達
を
脅
か
し
、
鱗
の
横
腹
に
当
り
、
承
る
承
る
底
へ
沈
ん
で
ゆ
く
。
そ
の
と
き
、
天
の
力
で
は
、
日
の
沈
む
側
に
雲
が
む
ら
が
っ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
凱
旋
川
に
似
て
い
て
、
後
の
は
ラ
イ
オ
ン
に
、
三
薪
Ⅱ
の
は
鋏
に
似
て
い
る
。
…
…
雲
の
う
し
ろ
か
ら
幅
の
広
い
緑
色
の
光
が
射
し
て
、
空
の
な
か
ば
ま
で
と
ど
い
て
い
る
。
卿
く
す
る
と
、
こ
の
光
に
紫
色
の
光
が
来
て
並
ぶ
。
そ
の
隣
に
は
金
色
の
が
、
そ
れ
か
ら
ば
ら
色
の
が
。
…
…
空
は
や
が
て
柔
か
な
ラ
イ
ラ
ッ
ク
色
に
な
る
。
こ
の
魅
す
る
ば
か
り
の
華
腿
な
空
を
見
て
、
大
洋
は
は
じ
め
擁
め
面
を
す
る
。
が
間
も
な
く
海
面
も
優
し
い
、
悦
ば
し
い
、
情
熱
（５） 
的なＩとても人間の言葉では名付けようもない色合になる。（『グーセフ』）
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5２ 
０ 
ドストェフスキーもチェーホフも「死」をくぐりぬけて新しい境地に出た。イルトゥイシ河畔もインド洋もこれ
ま
で
の
二
人
の
文
学
に
は
な
か
っ
た
拙
写
で
あ
る
。
イルトゥィシ河畔の風景を描きながらドストエフスキーはへ「そこからの孜神の世界が見えた」と何気なくかい
た。その時作家はこの「神の世界」がその後それほど正味をもってくるとは、おそらく、思わなかったであろう。
処刑場の〃金色の光〃以来、彼の脳裡に住孜つき始めていた向う側の世界、その幻は、点滅しながら継続し、六午
後『白痴』のムイシキン公耐の回想に姿をあらわす……真凪のスイスの山中、眼下に川かに公醗の住んでいる村が
み
え
る
．
時
も
童
跡
絶
え
て
世
界
に
胤
分
だ
け
が
い
る
よ
う
に
感
じ
る
一
瞬
Ｉ
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
は
現
実
の
世
界
を
と
お
し
て
実
在
を
拙
き
、
そ
の
根
低
に
在
る
超
越
者
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
白
痴
』
の
中
で
は
一
見
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
歌
え
る
が
、
作
家
が
こ
の
作
品
に
挿
入
し
た
意
味
は
深
い
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
『
白
痴
』
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
重
要
な
個
人
的
体
験
が
最
も
数
多
く
語
ら
れ
て
い
る
小
刀
説
で
あ
り
、
そ
れ
と
不可分に宗教の問題が本格的に入ってきた作品でもある。その中心は言うまでもなくイッポリートの「告白」であ
太
陽
は
さ
ん
さ
ん
と
脚
き
、
空
は
あ
く
ま
で
苔
く
、
こ
わ
い
よ
う
な
静
け
さ
で
す
。
そ
ん
な
と
き
で
す
。
ど
こ
か
へ
行
き
た
い
と
い
う
気
持
に
な
っ
た
の
は
。
も
し
そ
の
ま
ま
真
す
ぐ
に
、
ぐ
ん
ぐ
ん
ど
こ
ま
で
も
歩
い
て
行
っ
て
あ
の
地
平
線
と
空
が
接
し
て
い
る
向
う
側
ま
で
行
け
た
ら
、
そ
こ
で
は
、
一
切
の
謎
が
解
き
川
か
さ
れ
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
生
よ
り
も
千
倍
も
力
強
く
活
気
に
あ
ふ
れ
た
新
し
い
生
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
だ
、
と
そ
う
思
わ
れ
た
の
で
す
。
ナ
ポ
リ
の
よ
う
な
あ
ん
な
大
き
な
町
が
絶
えずⅡに浮かびました。そこにはいつも宮殿と、ざわめきと、どよめきと生命があるのです。（『白痴』鈍一篇
（６） 
第五》早）
Ⅳ 
Ｕ 
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5３ 
．１１０ 
り、それが二つの極をなしているが、その対極にあるのがムイシキンの回想である。回想があって「告白侶は（それ
と
の
牽
引
関
係
の
中
で
重
味
を
お
び
て
く
る
。
ム
イ
シ
キ
ン
は
直
覚
に
よ
っ
て
現
実
の
世
界
か
ら
不
可
視
の
そ
れ
に
迫
ろ
う
と
し
、
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
は
論
理
に
よ
っ
て
生
の
意
味
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
。
一
方
で
ム
イ
シ
キ
ン
が
見
よ
う
と
し
た
世
界
を
希
求
し
な
が
ら
、
他
方
で
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
の
論
理
を
追
う
と
い
う
形
で
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
物
語
を
展
開
し
て
い
る
。
ム
イ
シ
キ
ン
の
「
地
平
線
と
空
が接している向う側」の「一切の謎が解き明かされている」世界が汚荘漠としているのに対してイッポリートの焦点
は
明
確
に
定
ま
っ
て
い
る
．
彼
が
超
越
者
に
間
う
て
い
る
の
は
無
意
味
の
意
味
で
あ
る
１
コ
切
の
謎
が
解
き
明
か
さ
れ
て
」
い
な
い世界に住む人間にとっては、無意味とも魂える人間の存在の〃させられ方〃の意味であるＱ余命二、］一一週間と診
断されているイッポリートは、偶然の生と死を得心することが出来ないＲ彼の十八年間の〃存在〃を支配していた
、
、
のは超越者の盗意だけではないのか。何の必然性もなく白Ｈ分だけが他の人女にさきがけて短い生涯を了えねばなら
ないという〃被選別者〃の意誠が彼の憤怒を増幅させてゆく。たとえ「宇而のハーモニー」とか、「なんとかのプ
ラスマイナメのために」彼の生命が必要であり、彼はその「宇宙の組織について少しも知るところがない』にして
も
、
一
つ
の
事
実
だ
け
は
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
は
主
張
す
る
９
イッポリートは彼一個の死を問題にしながら、彼の実存は人間存在全体の実存にまで拡ってゆく。「人間は宇宙
の孤児トというのは十七歳のドストエフスキーの認識であり、ドストエフスキー文学の〃原音〃工了やいうべき‘もの
だが、「宇宙外の調・和」｝から，も疎外され？生死への必然性も知ることを得ない存在の〃ざせられ方〃１－－間のみあって
い
っ
た
ん
「
わ
れ
っ
有
り
」
と
い
う
自
覚
を
与
え
ら
れ
た
以
斗
上
、
世
の
中
が
あ
や
ま
ち
だ
ら
け
で
あ
ろ
う
と
γ
ま
た
、
そ
の
あ
や
ま
ち
な
し
に
は
世
の
中
が
成
り
立
っ
て
行
け
ま
い
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
ぼ
く
に
と
っ
て
な
ん
の
か
か
わ
り
も
あ
り
は
し
な
い
。
…
…もし、ぼくが生まれ圏ない権利をもっていたら、こんな人を馬鹿にしたような条件では、必ずや存在をがえん
（７） 
じなかった違いない。（『白痴』第一一一篇第七一星
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5４ 
こ
の
表
現
が
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
の
．
ハ
ロ
デ
イ
で
あ
り
、
そ
れ
を
狂
人
の
頭
脳
に
桁
ら
せ
た
と
こ
ろ
に
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
皮
肉
が
あ
る
と
ふ
る
の
は
易
し
い
。
確
か
に
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
文
学
者
と
し
て
の
出
発
当
初
は
、
自
己
の
文
学
の
場
の
確
認
と
方
法
論
の
確
立
の
た
め
に
、
ｌ
Ｐ
ｒ
ｏ
ｅ
ｔ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
〃
小
説
を
真
正
面
か
ら
批
判
し
、
否
定
し
た
が
、
ラ
ー
ギ
ン
の
表
口
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
む
し
ろ
『
グ
ー
セ
フ
』
を
か
い
て
脱
皮
し
、
そ
れ
ま
で
と
は
明
ら
か
に
異
っ
た
次
元
に
川
て
き
た
袴
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
再
度
形
而
上
の
問
題
に
触
れ
て
き
た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
『
グ
ー
セ
フ
』
で
自
己
を
作
肺
の
中
に
消
去
す
る
方
法
論
を
確
立
し
た
が
、
そ
の
後
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
道
紐
は
必
ず
し
も
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
〃
プ
レ
〃
の
力
が
大
き
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
『
決
剛
』
を
は
じ
め
と
し
て
一
見
以
前
の
作
品
と
似
通
っ
た
一
連
の
小
説
を
か
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
自
明
で
あ
ろ
う
。
『
決
闘
』
の
「
一
歩
後
退
二
歩
前
進
」
の
鰈のない問題を意識せざるを得ない人間の宿命をドストエフスキーはイッポリートでかいている。
人
間
の
存
在
が
盗
意
的
な
、
偶
然
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
存
在
は
本
来
無
意
味
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
イ
ヅ
ポ
リ
ー
ト
の
疑
問
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
発
想
で
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
一
人
物
に
よ
っ
て
く
り
返
さ
れ
る
。
『
グ
ー
セ
フ
』
か
ら
二
年
後
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
精
神
病
院
に
材
を
と
っ
た
中
篇
『
六
号
案
』
を
か
く
。
特
異
な
一
人
の
患
者
に
興
味
を
お
ぼ
え
、
し
ば
し
ば
病
室
を
訪
れ
て
い
る
う
ち
に
自
分
も
狂
人
と
さ
れ
、
鵬
禁
さ
れ
て
し
ま
う
医
師
ラ
ー
ギ
ン
の
感
懐
は
そ
の
ま
ま
イ
お
ぼ
え
、
し
ば
し
ば
病
室
を
訪
れ
｝
ツ
ポ
リ
ー
ト
の
言
葉
と
か
さ
な
る
。
も
し
、
人
間
の
脳
の
中
州
や
ひ
だ
、
視
覚
、
言
語
、
自
意
識
、
天
才
な
ど
が
、
最
後
に
は
土
中
に
入
っ
て
地
殻
と
共
に
冷
却
し
、
そ
の
後
数
百
万
年
の
時
を
意
味
も
Ⅱ
的
も
な
く
地
球
と
一
緒
に
太
陽
の
周
囲
を
め
ぐ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
運
命
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
ゑ
な
一
体
何
の
た
め
に
あ
る
の
だ
ろ
う
？
も
し
、
冷
却
き
せ
回
転
さ
せ
る
だ
け
の
た
め
な
ら
、
そ
の
高
尚
な
、
殆
ど
神
の
如
き
英
知
を
も
っ
た
人
ｎ
を
無
か
ら
引
き
出
し
て
お
い
て
、
ま
る
で
剛
弄
す
る
ょ
ら
に
、
も
う
一
度
士
に
か
え
（８） 
さ
せ
る
必
要
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
筈
で
あ
る
（
ヨ
ハ
号
室
』
第
七
章
）
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テ
ー
マ
は
、
そ
の
ま
ま
チ
ェ
ー
ホ
フ
文
学
の
展
開
に
も
当
て
は
ま
る
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
同
一
地
点
に
舞
一
戻
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
『
決
闘
』
の
結
び
Ｉ
「
誰
も
主
こ
と
の
真
実
を
知
る
者
は
な
い
」
を
『
燈
火
』
の
「
こ
の
世
の
こ
と
は
何
一
つ
わ
か
ら
な
い」と符合させて考えるのは自由だが、それ以上に作家の姿勢の不変性を信ずるのは速断にすぎよう。『燈火』の
感
想
は
作
者
自
身
の
姿
勢
の
明
確
な
表
示
で
あ
っ
た
が
、
『
決
闘
』
で
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
こ
の
言
葉
を
ラ
エ
フ
ス
キ
ー
と
と
も
に
小
説
の
世
界
に
封
入
し
、
客
観
化
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
に
は
作
家
の
意
識
的
な
区
別
が
あ
り
、
『
グ
ー
セ
フ
』
以
後
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
立
場
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
方
法
論
が
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
『
実
験
医
学
序
説
』
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
察
せ
られるが、チェーホフは『実験小説論』の作者以上に、ベルナールのいう「自然界の写真師」の忠実な実践者であっ
た。「断じて事実の埒外に出てはならぬ」というベルナールの教えを彼は奉じていた。だが、中期以降この「写真師」
の
意
識
は
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
〃
プ
レ
〃
と
象
え
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
変
化
の
表
現
な
の
で
あ
ろ
う
。
『六号室』のラーギンの懐疑は、それ以上展開もされず、深化もしたかったが、ラーギンの表白は、作家のこの
変
化
と
無
関
係
で
は
な
い
。
彼
は
『
六
号
室
』
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
『
退
屈
な
話
』
と
は
ち
が
っ
た
意
味
で
〃
Ｐ
ｒ
ｏ
ｅ
ｔ
Ｃ
ｏ
ｎｔｒａ〃の領域に入ってしまった。あるいは、「事実の埒外」に出てしまったと言ってもよい。『グーセフ』の
方
法
論
は
方
法
論
と
し
て
、
も
う
一
つ
別
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
姿
を
あ
ら
わ
し
始
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
『
燈
火』、『退屈な話』とはちがったふくらみを彼の小説にもたらしている。
例えば、九四年の掌篇『学生』は、チェーホフの小説のこの微妙な変化を語っている。この作品には筋というほ
どのものはない。ある夕方、「山しぎ撃ちの帰りゑち、「後家の畑」の傍を通りかかった宗教学校の学生ベリコポ
ーリスキーが後家の母奴と雑談しながら焚火にあたっている……彼はふと使徒．ヘトロのことを思い出す。あの晩も
きっと今夜のように寒い晩だったにちがいない。彼は二人にベテ噂のことを話すＩ最後の晩餐、主の予言、ペテ
ロ
の
三
度
の
否
定
。
老
婆
は
泣
き
出
し
、
娘
の
顔
は
重
苦
し
く
引
き
つ
る
。
学
生
は
別
れ
を
つ
げ
て
闇
の
中
を
歩
き
な
が
ら
想
い
に
し
ずむ……老婆が泣いたのは彼の話術のためではない。ペテロが彼女に身近なために彼女が．ヘテロの心に起ったこと
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冊
に
感
動
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
の
味
は
、
時
の
感
覚
に
あ
る
。
学
生
が
ゆ
く
り
な
く
も
想
像
し
た
九
百
年
前
の
情
熾
が
不
思
議
な
情
感
を
と
も
な
っ
て
迫
ってくる。．方の端」と「他力の端」は同時につらなり、過去と現在は瞬時にしてつながる：’…。それはこの作
家にも過去から現在、未来につらなる時間の縦の流れが時々姿をあらわすということである。九九年の『犬を連れ
た
奥
さ
ん
』
の
オ
レ
ァ
ン
ダ
の
海
岸
の
場
面
も
類
似
の
時
間
感
覚
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
歓
喜
が
突
然
彼
の
心
に
波
立
ち
は
じ
め
た
の
で
、
彼
は
一
分
間
、
息
を
つ
く
た
め
に
立
ち
止
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
過
去
は
Ｉ
と
彼
は
考
え
た
１
次
か
ら
次
へ
と
流
れ
出
す
絶
覚
間
な
い
事
件
の
連
鎖
で
現
在
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
し
て
彼
に
は
、
自
分
は
た
っ
た
今
、
そ
の
連
鎖
の
両
端
を
見
た
の
だ
と
い
う
気
が
し
た
．
ｌ
一
方
の
端
に
触
っ
た
ら
、
他
の
端
が
ゆ
ら
い
だ
よ
う
に
（９） 
思われた。（『学生」）
オレァンダでは一一人は教会からほど遠くないベンチに腰かけて、海を見下しながら黙っていたＰヤル久は朝Ⅱ
霧
の
む
こ
う
に
わ
ず
か
に
見
え
、
山
戈
の
頂
に
は
白
雲
が
動
か
ず
に
か
か
っ
て
い
た
。
樹
な
の
葉
は
そ
よ
と
も
せ
ず
、
蝉
が
鳴
き
、
下の方から聞えてくる単調でうつるな海のざわめきが、われわれを待っている平安や永遠の眠りについて語っ
て
い
た
。
ま
だ
ヤ
ル
タ
や
オ
レ
ア
ン
ダ
も
な
い
頃
か
ら
下
の
方
で
は
あ
の
よ
う
に
ざ
わ
め
き
、
今
も
鳴
り
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
世
に
い
な
く
な
っ
た
時
で
も
、
同
じ
よ
う
に
無
関
心
に
う
つ
る
に
鳴
り
渡
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
「
こ
の
不
変
性
の
う
ち
に
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
一
人
一
人
の
生
死
に
つ
い
て
の
完
全
な
無
関
心
の
う
ち
に
、
お
そ
ら
く
、
わ
れ
わ
れ
の
永
遠
の
救
い
の
し
る
し
、
地
上
に
おけるたえ主ない生命の運動のしるし、たえ主ない完成のしるしが隠されているのだ■ろう。夜明けの光でひじ
ょ
う
に
美
し
く
思
わ
れ
た
う
ら
若
い
女
と
並
ん
で
坐
り
な
が
ら
、
海
や
山
や
雲
や
広
い
空
な
ど
の
こ
の
童
話
の
よ
う
な
情
景
に
魅
せられて、心のたごんだグーロフは考えたｐ生存の高い目的とか、自分の人間的価値などということを忘れて
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ほ
ん
の
遊
び
の
つ
も
り
で
始
め
た
何
度
目
か
の
恋
を
グ
ー
ロ
フ
は
時
の
流
れ
の
中
に
、
夜
明
け
の
オ
レ
ァ
シ
ダ
の
悠
虫
久
の
大
自
然
の
中
に
お
い
て
承
る
。
人
間
の
営
為
を
自
然
の
中
で
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
人
の
色
好
み
の
中
年
男
に
す
ぎ
な
か
っ
た
グ
ー
ロ
フ
も
こ
れ
ま
で
の
恋
愛
遊
戯
と
は
ち
が
っ
た
趣
で
女
を
ゑ
る
よ
う
に
な
る
。
人
間
が
時
の
流
れ
を
意
識
す
る
瞬
間
が
重
大
な
意
味
を
も
つ
こ
と
を
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
、
一
見
奇
異
に
糸
え
る
場
面
設
定
の
う
ち
に
さ
え
折
り
こ
ん
で
い
る
。
太
古
か
ら
遠
い
未
来
に
つ
ら
な
る
時
の
流
れ
の
一
点
に
秒
と
し
て
漂
う
人
間
存
在
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
学
生
』
で
、
ペ
テ
ロ
の
夜
が
一
瞬
に
し
て
現
在
に
流
れ
こ
承
、
大
過
去
と
塊
祢
が
つ
な
が
り
、
学
生
が
イ
エ
ス
の
時
代
を
体
験
す
る
時
間
感
覚
と
同
次
元
の
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
か
つ
て
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
『
学
生
』
の
幻
覚
も
、
『
犬
を
つ
れ
た
奥
さ
ん
』
の
時
間
と
存
在
の
感
覚
も書かなかったであろうし、また、興味もなかったであろう。
「Ｐシアでは目高さえ哲学を語る」と一一一一口い放ってきびしく自戒していた形而上学の領域にチェーホフは踏筑こん
で
い
る
。
こ
れ
は
単
に
作
品
の
綾
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
太
古
か
ら
未
来
永
劫
に
つ
づ
く
で
あ
ろ
う
狼
の
ざ
わ
め
き
、
人
間
の
思
考
行
動
の
結
果
以
外
の
す
べ
て
の
も
の
の
も
つ
美
し
さ
を
ｌ
人
間
の
相
対
的
世
界
を
超
え
た
絶
対
世
界
を
彼
は
表
現
し
よ
う
と
一
力
で
『
グ
ー
セ
フ
』
の
よ
う
な
無
人
称
小
説
を
確
立
し
な
が
ら
、
他
力
で
は
彼
が
忌
避
し
つ
づ
け
て
き
た
形
而
上
の
世
界
に
触
れ
る小説をかき始めたことに中期以降のチェーホフの面白味もまた存在する。
『
学
生
』
か
ら
四
年
後
に
か
か
れ
た
短
篇
『
職
務
の
川
琳
で
』
も
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
こ
の
形
而
上
的
性
向
を
ゑ
る
う
え
で
看
過
し
得
な
い
作
耐
で
あ
る
。
予
審
判
事
ル
イ
ジ
ン
は
郡
医
と
一
緒
に
、
自
殺
し
た
郡
会
の
保
険
代
理
人
の
青
年
の
検
死
に
赴
く
。
吹
雪
の
道
を
長
い間さまよいながら夕方近く祁会の椚泊所にたどりつき、老百人長が二人を〉迎える。ｉ郡医と知己の地主の屋敷に一
泊
し
た
彼
は
、
桁
泊
所
で
聞
い
た
老
百
人
長
の
愚
痴
を
思
い
出
す
。
郡
会
の
事
務
の
使
い
走
り
を
し
て
い
る
こ
の
恵
ま
れ
な
い
老
百
姓
している。
し
ま
っ
た
時
に
は
、
こ
の
世
の
す
べ
て
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
で
考
え
た
り
行
な
っ
た
り
し
て
い
る
以
外
の
す
べ
て
の
こ
と
（、）
は
、
も
し
思
い
を
こ
ら
す
な
ら
ば
、
ほ
ん
と
う
は
な
ん
と
美
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
。
（
「
犬
を
つ
れ
た
奥
さ
ん
』
第
二
章
）
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は
、
自
殺
し
た
不
幸
な
青
年
と
ど
こ
か
共
通
点
が
あ
る
よ
う
に
ル
イ
ジ
ソ
に
は
思
え
る
。
そ
れ
は
彼
ら
が
ル
イ
ジ
ン
の
夢
に
一
緒
に
現
わ
れ
、
芝
居
の
中
の
よ
う
に
奇
妙
な
歌
を
う
た
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
Ｉ
「
歩
け
、
歩
け
、
歩
け
…
…
君
は
暖
い
明
る
い
柔
か
い
所
に
い
る
。
け
れ
ど
わ
し
ら
は
極
寒
の
中
、
吹
雪
の
中
、
深
い
雪
の
中
を
歩
く
。
安
ら
ぎ
も
知
ら
ず
喜
び
も
知
ら
ず
…
…
。
こ
の
世
の
重
荷
を
、
お
の
が
命
の
重
荷
も
君
が
命
の
重
荷
も
な
く
て
背
負
い
て
…
…
」
ル
イ
ジ
ン
は
結
局
、
彼
ら
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
間
に
「
Ⅱ
に
ゑ
え
な
い
、
重
要
な
必
然
的
な
つ
な
が
り
」
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
だ
平
生
、
人
が
そ
れ
に
気
付
か
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
．
つ
の
共
通
の
理
念
」
が
こ
の
世
界
に
は
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
一
人
の
青
年
の
奇
妙
な
自
殺
、
老
百
人
長
の
虐
げ
ら
れ
た
生
活
を
目
撃
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
ル
イ
ジ
ン
は
こ
の
想
念
を
展
開
し
て
ゆ
く
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
、
主
人
公
の
「
心
の
底
に
久
し
く
ひ
そ
ん
で
い
た
考
え
」
が
今
は
っ
き
り
と
彼
の
意
識
の
中
に
浮
き
あ
が
っ
て
き
た
と
か
い
て
い
る
が
、
こ
の
地
点
は
『
退
屈
な
話
』
と
は
か
な
り
隔
る
。
『
退
屈
な
話
』
の
ニ
コ
ラ
イ
老
教
授
の
「
共
通
の
観
念
」
の
欠
如
の
苦
い
認
識
が
こ
こ
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ル
イ
ジ
ン
は
「
共
通
の
理
念
」
の
存
在
を
信
じ
、
人
川
を
世
界
に
結
び
つ
け
る
必
然
を硴信している。サガレン以前のチニーホフとはここで明らかに変貌している。それはあくまで自然の一存在物と
し
て
し
か
Ｉ
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
く
ｌ
人
間
を
ふ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
作
家
の
一
つ
の
到
達
点
な
の
で
あ
る
こ
の
人
生
で
は
、
最
も
荒
涼
た
る
僻
地
に
あ
っ
て
さ
え
、
何
一
つ
偶
然
で
は
な
く
、
一
切
が
一
つ
の
共
通
の
理
念
に
つ
ら
ぬ
か
れ
、
す
べ
て
の
も
の
が
一
つ
の
精
神
、
一
つ
の
Ⅱ
的
を
も
っ
て
い
る
…
…
不
仕
合
わ
せ
な
、
疲
れ
き
っ
て
自
ら
生
命
を
断
っ
た
、
ド
ク
ト
ル
の
い
わ
ゆ
る
「
神
経
衰
弱
症
患
者
」
に
し
て
も
、
一
生
涯
毎
日
毎
日
人
か
ら
人
へ
歩
い
て
過
ご
す
あ
の
老
百
姓
に
し
て
も
ｌ
そ
れ
は
、
自
分
の
存
在
を
仙
然
と
考
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
偶
然
で
あ
り
、
人
生
の
断
片
で
あ
り
、
片
や
、
胤
分
の
生
涯
を
も
そ
う
し
た
全
休
の
一
部
と
考
え
、
そ
の
こ
と
を
Ⅲ
解
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
奇
蹟
的
だ
が
同
時
に
合
理
的
な
、
或
る
（Ⅱ） 
オルガニズムの一部なのである。（『職務の川事で』）
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う
。
広
大
な
自
然
の
中
に
秒
た
る
人
間
を
置
い
た
時
、
抽
象
的
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
消
し
と
ぶ
。
自
然
の
中
に
他
の
存
在
物
と
等
し
く
と
り
こ
ま
れ
た
人
間
の
姿
が
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
脳
裡
に
焼
付
き
、
そ
こ
か
ら
す
べ
て
の
存
在
物
同
志
を
つ
な
ぎ
、
そ
の
存
在
物
と
世
界
を
つ
な
ぐ
も
の
と
い
う
観
念
が
あ
ら
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
自
分
の
存
在
は
地
上
に
偶
然
生
糸
落
さ
れ
た
断
片
で
は
な
く
、
こ
の
空
間
を
充
し
て
い
る
不
断
の
生
命
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
思
想
は
別
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
か
つ
て
「
死
後
は
墓
の
上
に
山
ご
ぼ
う
が
生
え
る
だ
け
」
と
言
っ
て
輝
ら
な
か
っ
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
想
念
と
し
て
承
る
と
ま
た
違
っ
た
趣
が
あ
る
。
『
退
屈
な
話
』
で
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た
「
共
通
の
観
念
」
と
か
「
生
け
る
人
間
の
神
」
と
か
い
っ
た
表
現
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
意
味
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
判
然
と
し
て
き
た
の
も
皮
肉
で
あ
る
。
人
間
同
志
が
つ
な
が
り
、
人
川
と
世
界
が
つ
ら
な
る
と
い
う
想
念
は
、
永
続
す
る
生
命
の
観
念
と
か
さ
な
る
。
唯
物
論
者
で
あ
り
つ
づ
け
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
を
単
純
に
承
れ
ば
、
そ
れ
は
お
よ
そ
容
認
し
が
た
い
観
念
だ
が
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
人
間
の
生
へ
の
透
徹
し
た
眼
は
、
単
な
る
合
理
主
義
の
枠
を
こ
え
て
い
る
。
『
三
人
姉
妹
』
の
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
バ
ッ
〈
は
サ
リ
ョ
ー
ン
ヌ
イ
と
の
決
闘
に
赴
く
直
前
、
木
立
を
見
て
咳
く
。
執批に人生の意味を問うマーシャに、「今、雪が降っている。それに何の意味があります？」と冷然と答えたト
ゥ
ー
ゼ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
そ
の
思
考
形
態
と
し
て
は
「
人
参
は
人
参
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
は
何
も
わ
か
ら
ぬ
」
と
ク
ニ
ッ
ペ
ル
に
言
い
切
っ
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
考
え
方
に
ち
か
い
。
そ
の
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
バ
ッ
ハ
が
末
期
の
眼
で
ゑ
た
も
の
は
、
「
雪
」
と
も
違
い
、
「
人
参
」
ともちがう。彼が木立にゑたのは他ならぬ彼の生命であろう。その木立の美しさに打たれた時、トゥーゼンパッ〈
は
は
じ
め
て
生
命
の
真
の
姿
を
見
た
。
木
立
は
神
の
世
界
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
実
在
の
表
現
と
し
て
そ
こ
に
在
る
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
が
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
バ
ッ
ハ
を
と
お
し
て
描
い
た
も
の
は
他
な
ら
ぬ
こ
の
実
在
で
あ
り
、
そ
こ
に
宿
る
永
遠
の
生
命
で
あ
る
。
こ
の
瞬
間
に
お
い
な
ん
と
美
し
い
木
立
だ
ろ
う
。
ほ
ん
と
に
あ
の
木
立
の
周
囲
に
は
、
す
ば
ら
し
く
美
し
い
生
活
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
、
…
：
ほ
ら
、
あ
の
木
は
枯
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
や
は
り
、
ほ
か
の
木
と
一
緒
に
風
に
揺
ら
れ
て
い
る
Ｃ
ち
ょ
う
ど
あ
ん
な
風
に
、
（皿）
もしぼくが死んでもやはり、なんらかの形で生活に加わってゆくような気がする（『一二人姉妹』第四幕）
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㎡
‐
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
一
一
つ
の
側
か
ら
生
命
の
問
題
を
眺
め
て
い
る
。
一
つ
は
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
か
ら
穴
仙
の
一
つ
は
ゾ
シ
マ
か
ら
。
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
の
思
考
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
不
死
ｌ
イ
エ
ス
の
復
活
の
問
題
で
あ
る
。
ホ
ル
バ
イ
ン
の
絵
に
表
わ
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
凄
惨
な
姿
は
、
〃
復
活
川
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
稗
の
衝
撃
を
観
る
者
に
与
え
る
。
人
間
の
中
で
岐
高
の
人
間
上
〒
も
い
う
べ
き
イ
エ
ス
さ
え
復
活
し
な
い
と
し
た
ら
、
並
の
人
間
の
永
生
な
ど
と
い
う
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
人
間
は
超
越
者
と
何
の
関
係
も
１
も
た
な
い
仙
然
の
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
或
る
時
間
だ
け
こ
の
世
に
意
味
し
な
く
投
げ
出
さ
れ
た
哀
れ
な
生
き
物
に
他
な
ら
な
い
。
人
間
は
存
枇
の
意
味
を
求
め
な
が
ら
、
答
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
宇
宙
の
調
和
か
ら
も
疎
外
さ
れ
た
存
在
し
了
し
て
自
ら
の
生
を
全
う
し
な
け
れ
ば
な
らない。宇獅の般商意志となんらのかかわり‘も，もたず、何のためともわからない「屈‐厚的な」存在の〃させられ
方
〃
を
し
て
生
ぎ
る
こ
と
の
空
し
さ
に
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
は
苛
立
ち
、
深
く
傷
つ
く
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
を
登
場
さ
せ割た意味は，何より「もその問卿端戒定の直赦性にある。プリミティヴとまで言えるほどの率直なⅢ鵬旭の立て方をする
には、余命二、一一一週間の十八歳の若者がドストエフスキーには必要であった。イッポリートには作匹永の根源的江懐
疑
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
原
音
と
も
い
う
べ
き
「
人
間
は
宇
宙
の
孤
児
」
と
い
う
認
識
は
つ
と
に
十
七
歳
の
手
紙
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
い
う
な
ら
ば
こ
の
若
年
の
認
識
に
忠
実
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
深
化
が
あ
り
独
創
が
あ
っ
た。『貧しき人を』の作者としての名声，も、ペトラシヱフスキー会，も、セミョーノフスキー練兵場・も、オムス’クの
てチーェーホフは唯物論者から離れ、宗教的世界に近付いている。生きている木と枯れた木は、生命の表と裏の比愉
であろう。人」旧の生は、遠い過去から永劫の未来へ明滅しながら限りなくつながってゆく。ある時は生にゑえ、あ
る
時
は
死
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
木
質
は
変
ら
な
い
。
本
来
、
生
し
な
く
死
し
な
い
。
表
現
と
し
て
の
生
、
表
現
と
し
て
の
死
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ト
ゥ
ー
ゼ
ソ
バ
ッ
ハ
に
も
サ
リ
ｈ
－
ソ
ヌ
イ
に
も
生
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
、
死
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
ｏ
木
立
の
美
し
さ
だ
け
が
そ
こ
に
あ
る
。
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
バ
ッ
ハ
の
眼
が
虚
心
に
実
在
を
映
し
た
時
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
芸
術
家
と
し
て
一
つ
の
極
点
に
達
し
た
。
Ｖ 
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の
「
死
の
家
」
も
、
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
の
国
境
守
備
隊
勤
務
も
ド
ス
ト
ヱ
フ
ス
キ
ー
の
こ
の
認
識
を
深
め
こ
そ
す
れ
、
変
え
は
し
な
かった。イッポリ１卜はこの〃原音〃の最●も巾蛸天な確一認老であり、真蟄な再生者であった。死を前にしてニコライ
教
授
は
「
何
も
な
い
」
を
確
認
し
た
が
、
イ
ヅ
ポ
リ
ー
ト
は
↑
「
宇
宙
の
調
和
」
か
ら
は
ず
れ
た
存
在
Ｉ
世
界
に
自
分
の
居
る
べ
き
場を、もたない存在としての人間を認識するＰ教授は『共通の観念」‘も「生ける人間の神」もないとしたが、イッポ
リ
ー
ト
は
超
越
者
の
存
在
を
認
め
る
ｌ
そ
の
絶
対
者
が
人
間
と
か
か
わ
り
を
も
つ
か
、
も
た
な
い
か
と
い
う
点
に
彼
の
論
理
の
焦
点
が
あ
る
。
彼
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
人
間
の
存
在
の
形
１
１
１
存
在
の
〃
さ
せ
ら
れ
方
〃
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
「何もない」という考え方は終生もたなかった作家であろう。ただ、どういう形で人間は超越者にかかわっている
の
か
、
そ
の
形
し
か
あ
り
得
な
い
の
か
と
い
う
よ
う
な
問
い
方
を
し
つ
づ
け
た
思
索
者
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
論
理
を
単
純
化し純粋化してゆくとイッポリートに辿りつく。
ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
秘
蹟
は
特
に
そ
の
不
死
に
対
す
る
信
仰
に
あ
る
か
ら
、
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
が
そ
こ
を
焦
点
に
し
だ
の
は
当
然
の
こ
と
である。ドストニフス》キーのＷＰｒｏｅｔＣＯｎｔｒａ〃は信仰か論理かということになるが、』最終的には、不
死
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
信
を
問
う
こ
と
に
な
る
。
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
ブ
の
兄
弟
』
に
は
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
「
一
粒
の
麦
」
が
題
銘
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
動
作
家
が
親
か
ら
子
へ
伝
わ
る
生
命
の
流
れ
を
一
つ
の
持
続
す
る
生
命
と
し
て
尊
重
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
子
（旧）
供への愛蒜は、イヴァン鋼の抓話曰やクロネペルク事件についての文章をみるまでもなく肌らかであり、それが根本の
と
こ
ろ
で
、
持
続
す
る
生
命
の
永
遠
の
流
れ
へ
の
深
い
関
心
に
か
か
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
餌
、
そ
れ
と
は
別に、いわば「本格的な」永生の問題がドストェフスキーの最大の関心事として脳裡を去らなかったこと‘も十分看
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
バ
ー
ゼ
ル
で
ゑ
た
ホ
ル
バ
イ
ン
の
『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
死
』
が
徹
底
的
に
彼
を
震
憾
さ
せ
たのである。
ギ
リ
シ
ャ
正
教
へ
の
深
い
信
仰
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
近
代
人
と
し
て
感
覚
は
、
不
死
に
対
す
る
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
の
認
識
と
合
致
す
る
。
不
死
は
最
も
認
め
難
い
観
念
で
あ
り
思
想
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
近
代
人
と
し
て
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
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す
べ
て
は
超
越
者
の
自
己
表
現
で
あ
り
、
一
切
の
実
在
の
中
に
そ
の
生
命
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
る
と
ぎ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
不
死
に
対
す
る
考
え
方
は
ギ
リ
シ
ャ
正
教
と
微
妙
に
ず
れ
始
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
人
格
神
の
信
仰
た
る
正
教
の世界を超えている。ゾシマはこの世は他界の表現と信じたが、それは他界とこの世との生命の術環を意味する。
森羅万象はすべて生命をもち、この世に存在し、また、他界に消えてゆく。それは現われ、消えてゆくようにみえ
ゾ
シ
マ
は
現
世
を
す
べ
て
神
の
世
界
の
表
現
と
ゑ
て
い
る
。
そ
れ
は
実
在
の
表
現
で
あ
り
、
森
羅
万
象
に
宇
宙
の
生
命
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
天
折
し
た
八
歳
年
上
の
兄
マ
ル
ヶ
ー
ル
が
死
の
床
で
小
鳥
に
ま
で
宥
し
を
乞
い
、
「
天
国
は
そ
れ
を
自
覚
し
た
時
点
で
直
ち
に実現する」と言った言葉を理解出来なかったゾシマ少年も、軍隊での従卒アファナーシイとの避遁を契機として
僧籍に入ってからは、兄の信仰に深く共感するようになる。僧院修理の寄附金あつめに全国を行脚していた折、と
あ
る
河
の
ほ
と
り
で
舟
曳
き
の
出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
腱
家
の
青
年
に
出
会
う
。
二
人
は
夜
明
け
ま
で
川
而
を
眺
め
な
が
ら
語
り
あ
か
す
。
蘇っている。
－の信仰は、ギリシャ正教からは、ずれてくる。ゾシマの「神秘」の体感は必ずしも正統な正教的なものでもない。
ゾシマの信仰を支えているのは「他界」との接触感である。彼の信仰も思想もすべてこのうえに築かれている。
流
刑
囚
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
ゆ
く
り
な
く
も
イ
ル
ト
ゥ
イ
シ
河
畔
で
ゑ
た
も
の
は
、
十
七
年
の
歳
月
を
へ
だ
て
て
ゾ
シ
マ
の
な
か
に
明
る
い
、
静
か
な
、
暖
い
七
月
の
夜
で
、
広
々
と
し
た
川
而
か
ら
は
水
蒸
気
が
立
ち
の
ぼ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
気
分
を
爽
や
か
に
し
て
く
れ
た
。
か
す
か
に
魚
が
跳
ね
、
小
鳥
た
ち
は
沈
黙
し
、
す
べ
て
の
も
の
が
静
か
に
気
高
く
、
万
物
が
神
に
祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
た
。
寝
な
い
で
い
た
の
は
わ
れ
わ
れ
二
人
、
私
と
そ
の
若
者
だ
け
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
神
の
世
界
の
美
し
さ
と
そ
の
神
秘
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
一
本
一
木
の
草
、
一
匹
一
匹
の
小
さ
な
昆
虫
、
一
匹
一
匹
の
蟻
、
黄
金
色
の
密
蜂
、
知
性
を
も
っ
て
い
な
い
す
べ
て
こ
れ
ら
の
も
の
が
、
驚
く
ば
か
り
お
の
れ
の
道
を
心
得
て
い
て
、
神
の
秘
密
を
証
明
し
、
自
ら
そ
の
秘
密
を
た
ゆ
（Ｍ） 
糸なく行っているのである。（『カラマーゾフの兄弟』鋪六篇第二章Ｂ）
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る
が
、
宇
宙
の
生
命
の
流
れ
は
変
ら
な
い
。
こ
の
世
で
表
に
あ
ら
わ
れ
、
他
界
で
蔭
に
入
る
光
と
影
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
生
と
死
は
一
つ
の
も
の
を
別
の
面
か
ら
ゑ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
形
で
人
間
は
他
の
存
在
物
と
同
様
、
他
界
ｌ
超
越
者
と
つ
ながり、接触感を得ている。ゾシマの生命観はイッポリートの論理の次元とは異質の次元でその展開をみせている。
「
す
べ
て
の
こ
と
は
大
海
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
悉
く
流
れ
集
ま
り
、
相
接
し
て
い
る
が
故
に
、
一
端
に
触
れ
れ
ば
世
界
の
他
の
一端にひびく」とゾシマは言う。ゾシマの中心思想は連鎖であり、存在物も生命もすべて円環のように無限につら
な
っ
て
い
る
。
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
の
論
理
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
本
音
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
イ
ッ
ポ
リ
ー
トの論理からすれば〃虚構〃とも承えるゾシマの信に賭けようとする。「作家の日記』の「大熊星」の挿話はドス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
境
位
を
見
事
に
物
語
っ
て
い
る
Ｉ
森羅万象を実在のあらわれとして、その根源に在る超越者の自己表現としてふること、その表現の美しさに素直
自
殺
者
ウ
ェ
ル
テ
ル
は
自
分
の
生
を
終
ら
ん
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
書
置
き
の
最
後
の
数
行
に
も
は
や
こ
の
後
「
美
し
い
大熊の星座」を見ることができないのを惜しんでこれに別れを告げている。ああこの一筆の中に当時真生活に
入
り
か
け
た
ば
か
り
の
ゲ
ー
テ
の
姿
が
ど
れ
ほ
ど
反
映
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
！
一
体
ど
う
い
う
わ
け
で
こ
の
星
座
が
若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
尊
か
っ
た
の
か
？
彼
は
星
座
を
見
る
度
毎
に
、
自
分
は
こ
の
星
に
対
し
て
決
し
て
ア
ト
ム
で
も
無
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
無
数
の
不
可
思
議
な
神
の
奇
蹟
の
一
切
も
自
分
の
想
い
よ
り
高
い
も
の
で
も
自
分
の
意
識
より高いものでもなく、自分の魂の中におさめられた美の理想より高いものではないということを、つまり、
そ
の
奇
蹟
も
自
分
と
同
等
の
も
の
で
あ
っ
て
、
存
在
の
無
限
に
彼
を
近
づ
け
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
た
か
（班）
らである。（『作家の日記』一八七六年一月号第一章一）
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子いを醐過るてで江世'腿、とうふす、に垣材方界めざ１存つる現せの料向観てり
示在めこ、よ危でＪ、をふぎ矛乞李崖枩凄|竺考騨発灌呈
希てヱよ三のも、た<、と
んチ１つ仙園糸ド絃○まこ讃ｆ圭斥岱巖二二喜婆垣二
に
打
た
れ
る
こ
と
ｌ
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
は
晩
年
に
い
た
っ
て
漸
く
こ
の
境
地
に
達
し
た
。
満
直
前
の
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
づ
く
の
末
期の眼にも同じような景色が映る。チェーホフは彼に同じ世界を見させているのであろうか。確かにチェーホフも
ｌかって哲学を「、高の論議」と呼び、人参に人参以上のものを求めることを禁じた唯物論者も晩年には形而上
的
な
世
界
に
足
を
踏
永
入
れ
て
く
る
。
『
桜
の
園
』
第
二
幕
終
り
ち
か
く
の
ト
書
で
「
突
然
何
か
天
か
ら
落
ち
た
よ
う
に
遥
か
な
物
音
が
聞
え
る
Ｐ
そ
れ
は
弦
が
断
れ
た
音
で
〉
や
が
て
悲
し
げ
に
薄
れ
て
ゆ
く
」
と
書
い
た
と
ぎ
、
彼
は
何
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
畷昧幸な、もの神秘的なものをあれ一ほど斥けたチニーホフが挿入したこの音は何囑なのか。ここで一チェーホフは明らがに
変化している。
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明滅しながら術環してゆく生命に一つの到達点を児川したドストェフスキーと、抽象的世界にのぞゑをつながず、
自
己
を
消
し
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
砿
か
た
一
つ
の
存
在
物
を
剣
を
出
す
こ
と
を
希
っ
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
と
、
〃
死
〃
を
契
機
と
し
て
深
化
し
た
二
人
の
文
学
は
、
双
曲
線
の
よ
う
に
一
点
で
接
し
、
ま
た
、
遙
か
に
へ
だ
た
っ
て
ゆ
く
。
た
の
は
、
作
者
の
盗
意
の
な
い
自
然
な
作
品
Ｉ
た
だ
道
端
に
転
っ
て
い
る
石
の
よ
う
な
作
品
で
あ
ろ
う
。
チェーホフは戯曲を書くことによって再び『グーセフ』の世界に一民り、それをつきぬけた。拙写や説明を尾紙骨
のようにもつ必要もなく、俳優の肉体によって容赦なく客観的に成立する世界は、別の確かな〃存在〃である。チ
ェーホフのドラマへの執心はこの確実な〃遮断〃にあった。『グーセフ』で彼が目指した無人称小説的世界の完成
ｌ自分の存在が解体ざれ峻味であるならば一つの確固たる存在物を胤ら創ることによって実存の確立をはかろう
としたチェーホフの決意は、彼の形而上的表呪への〃プレ〃とは別に作家の中に確かに存在していた。形而上的宗
教的可能性に触れながら、結局はそれとは一線を画した無神論的な川漉な世界にチェーホフは達し、『グーセフ』
的視点の手法でそれを作品化しようとした。特定の人物への執着も、〃意味〃にかかわる内容ももたず、時間を主
題
と
し
た
こ
の
最
後
の
戯
曲
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
決
意
の
見
事
な
達
成
を
物
語
っ
て
い
る
。
主Ｃ
Ｃ
Ｉ
 
（
１
）
Ｖ
・
バ
ザ
ー
ノ
フ
他
細
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
一
一
一
十
巻
木
全
集
鮒
四
巻
一
七
八
瓦
「
ナ
ゥ
ヵ
」
出
版
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ト
一
九
七
二
年
（２）兄ミハイル宛一八三八年八月九日付書簡
（
８
）
ｖ
・
・
エ
ル
ミ
ー
ロ
フ
他
細
チ
ェ
ー
ホ
フ
十
一
一
巻
本
著
作
集
第
十
一
巻
一
一
一
一
○
’
一
頁
「
フ
ド
ー
ジ
ェ
ス
ト
ベ
ン
ナ
ャ
・
リ
チ
ェ
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
」
出
版
所
モ
ス
ク
ワ
一
九
六
三
年
（
４
）
何
前
著
作
集
四
二
九
頁
（
５
）
同
前
著
作
集
鋪
六
巻
一
一
一
六
四
頁
同
前
一
九
六
二
年
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／~、′■、〆~、'－，／~、〆へ／戸、／■、／~、'－，
１５１４１３１２１１１０９８７６ 
、=ノ、_ノ、_ノ、_ノ、_ノ、-ノ、ごノﾐーノ、‐ノ、=ノ
同
前
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
全
集
；
第
八
巻
五
二
頁
同
前
一
九
七
三
年
同
前
全
集
三
四
四
頁
同
前
チ
ェ
ー
ホ
フ
著
作
集
鍬
七
巻
一
四
一
一
丁
四
頁
同
前
一
九
六
二
年
同
前
著
作
集
三
七
八
頁
同
前
著
作
集
第
八
巻
三
九
五
頁
一
九
六
一
一
年
同
前
著
作
集
三
八
五
’
六
頁
同
前
著
作
集
節
九
巻
五
九
四
五
一
九
六
一
年
『作家の日記』一八七六年十二月号節二軍一’六
同
前
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
全
集
雛
十
四
巻
二
六
七
瓦
同
前
一
九
七
六
年
同
前
全
集
第
二
十
二
巻
六
頁
同
前
一
九
八
一
年
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